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用い，無条件刺激としての脳幹の電気刺激には 5 ，..._， 7 c/s , 数 mV ， O.lmsec の矩形波を，またフリッカ











脳幹 5 c/s波が現れ，条件刺激開始による誘発電位は増大した口 このような脳波型の推移は， 唾液条件反
射，防禦条件反射のそれと類似している。
3) 頻度特異波は基本波が現われるような興奮準位で出現し，海馬覚醒型脳波が出ているときはこれが放
電状態を変えたときに出現する。即ち肩桃核海馬系の興奮が変化し，海馬覚醒型脳波が出現しないような
興奮準位に於いて頻度特異波は現われる。この点で唾液条件反射や防禦条件反射の場合と異る。
4) 頻度特異波は初め皮質，稀には皮質下に出現するが，後には皮質の一定部に限局して現われる。その
出現領域は必らずしも無条件反応が出現する領域とは限らない。
5) 頻度特異波は一度条件付けられると消去が困難である。また再強化で容易に出現し得る。
6) 脳弓および中隔部を破壊すれば，強化工作により海馬覚醒型脳波は殆んど出現しない，また条件刺激
によって無条件刺激の頻度と一致しない波が出現するだけである。
総括
頻度特異波の条件付けを古典的条件反射と比較すれば次のようになる。
1) 両者に共通する乙とは，条件刺激で広汎性誘発電位が生じ，且つそれが次第に大きくなり，また!ぶ汎
性脱同期や，海馬覚醒型脳波が現われることである。また汎化，分化および消去が可能である。
2) 両者が異るところは，古典的条件反射では条件反応としての末梢反応は海民党醒型脳波が現われると
きに起るが，条件反応としての頻度特異波は海馬党醒引脳波が現われている|時に山現せず，それが消失し
たときに現われる。また古典的条件反射では，末梢反応は数恒lで消Áされ，脳波反応は十数回で消去され
るが，頻度特異波の条件付けではこれを消去するのに数十凶から百回以上の消去工作が必要である。
3) 頻度特異波の条件付け過程に於て，下部および上部網様系並びに海馬系の活動状態が変化したときに
条件反応としての頻度特異波が現われるつ
以上のことは条件反射の一時的結合に関して重要な知見を加えたと考えられる q
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